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１７年前の開校の頃 
 

中央ろう学校は、今年の１０月２０日の開校記念日で、１７年目を迎えます。一度他校に異動し

て、また本校に戻った教員もおりますが、開校当時の様子を知る先生も少なくなってきました。そ

の頃を知る者として、今回語らせていただきます。 

中央ろう学校は、ろう学校再編成の中で、平成１８年度に開校しましたが、その１年前の平成１

７年に開設準備室が設立され、私は開設準備の業務を担当しました。大塚ろう学校の１室を借りて

のスタートで、学校名、生徒募集、宣伝パンフレットの作成などを行いました。校章は、デザイン

会社に依頼し、３つのＣを組み合わせた形になりました。緑色は杉並のイメージで、また、制服に

ついては、学校説明会でのアンケートの結果を参考にし、大学進学等をめざすろう学校として、立

川と葛飾と区別するため、詰襟、ブレザー、セーラーブラウスなどの形になりました。校歌の作成

は年が押し迫っても、全く進まない中、国立音楽大学の高浪晋一氏に依頼して、年明けぎりぎりに

出来上がりました。それが今の手拍子付きの明るい校歌です。 

そして、平成１８年度に開校したわけですが、中学部は大塚ろう学校の間借りでスタートし、高

等部は石神井ろう学校の校舎（現練馬特別支援学校）という分離開校の形になりました。この時中

学部は、中１が新規募集でしたが、中２・３は大塚ろうの生徒がそのまま中央ろうに編入しまし

た。高等部も高１は新規募集でしたが、石神井・大田の高３も併存する形で、したがって、平成１

８年度は中央・石神井・大田ろう学校という看板でスタートしました。中学部と高等部が分離して

いたため、中と高を行き来する先生も大変でしたし、連絡協議は、当時としてはめずらしいテレビ

会議で行っていました。中学部の大塚校舎では、食堂に全員入れなかったため、給食を教室まで運

んで配膳しました。学校は大塚ろう学校の幼稚部、小学部と一緒のため、にぎやかな感じでした。

一方石神井校舎は自然に囲まれ、少人数でのんびりした雰囲気でした。そして、体育祭は中高一緒

に石神井校舎のグラウンドで行われました。 

中央ろう学校の特色として、現在朝の学びの時間というのがありますが、開校当初は、１日の復

習をするため放課後に設定していました。ＨＲと混在して機能しなくなったため、朝に行うことに

なりました。また、習熟度別グループでＳとＧというグループ編成がありますが、当時はＦグルー

プもありました。また、幻の行事として、サマースクール（勉強合宿）というものがありました。

６年一貫型ろう学校として、２年ごと教育課程で前期・中期・後期に分かれ、その中で、中期の

３・４年生合同のサマースクールという行事があり、夏休みにＢｕｍｂ（ぶんぶ）東京スポーツ文

化会館に泊まり込んで勉強するものでしたが、生活指導が大変で消滅してしまいました。４年生だ

けの実施だったら残っていたかもしれません。 

現在の杉並区（下高井戸）に移転したのは平成２１年度で、移転によりようやく中高が一緒にな

りました。中央ろう学校は大学等の進学をめざす学校として、これまで、１８７名が大学に、２４

名が専攻科に進学しています。今後も、大学等の進学に対応できる学力と調和のとれた人間性を育

み、社会貢献できる生徒を育成する本校の使命をふまえた歴史を刻んでいくでしょう。伝統を生か

しつつ、さらなる発展を期待したいです。 
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１０月１日（土）関東聾学校中学部バレーボール大会 

10 月 1 日に東京都立立川学園にて行われた、関東聾学校中学部バレーボ

ール大会に参加しました。結果は、11 年ぶりの優勝。1 セットも落とす

ことなく、全試合に勝利することができました。部員全員が試合に出場

し、随所で一人ひとりに良いプレーが表れ、まさにチーム一丸となって

勝ち取った勝利でした。以下、戦績です。 

予選① 対筑波校 25-11 25-15 予選② 対立川校 27-25 25-15 

準決勝 対横浜校 25-11 25-7  決勝 対立川校 25-14 25-20 

学校での様子 
９月２２日（木）・２８日（水）中学部野球部 

第５２回 関東聾学校中学部野球大会 

「第５２回 関東聾学校中学部野球大会」が開催されました。初戦は日本聾

話学校に２０－０で勝利、準決勝は都立葛飾ろう学校に１６－０で勝利しまし

た。決勝戦は県立千葉聾学校・都立立川学園の連合チームに１２－３で勝利し、

関東聾大会を制しました。この大会で３年生は引退して、１年生と２年生によ

る新チームが始動しました。都ろう大会１０連覇、関東聾大会７連覇という素

晴らしい結果を残してきた先輩たちから伝統を受け継ぎ、日々の練習に全力で

取り組んでいきます。これからも中学部野球部をよろしくお願いいたします。 

１０月６日（木）英検対策講座 

本校では、朝のホームルームが始まる前の 8 時 25 分から 40

分まで、英検対策講座の時間を設けています。 

受講者は受験する級ごとに分かれ、リスニングの講座を受け

ています。合格を目指している受検者にとっては、実践的な英

語力を向上させる貴重な時間となっています。 

１０月４日（火）～５日（水）関東聾学校中学部卓球大会 

 女子団体戦で優勝、男子団体戦で準優勝、男女シングルスで、女子は１名が

準優勝、２名が３位、男子は１名が準優勝の好成績を残すことができました。

女子団体戦の筑波戦では一戦一戦がギリギリの戦いの中で、ボールをつなぎ

チャンスを見ての攻めなど工夫を凝らしての勝利でした。男子団体決勝戦の

立川ろう学園との対戦では、一人一人が奮闘しましたが、結果は惜しくも２

－３というスコアで敗北しました。悔しさもありますが、前回大会に引き続

きの準優勝という素晴らしい成績です。個人戦でも、それぞれに最後まで諦

めることなく工夫を凝らしながら試合で、本当によく頑張ることができてい

ました。保護者の皆様、日頃から卓球部の活動への御理解・御協力等本当にあ

りがとうございました。 


